
４　主要事業一覧

◎ デジタルの力を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実、
　 学習者主体の学校づくりに向けた魅力化・特色化

1

[150501][150601][150602][150603]

教育政策課 *「授業は自分にあった教え方、教材、学習時間になっていた」と答える児童生徒の

義務教育課 　割合：81.1%以上(2027年度)

特別支援教育課

学びの改革支援課 R６要求

【新】
2

[150602]

教育政策課

学びの改革支援課

心の支援課

文化財・生涯学習課 R６要求

【新】

3

[150601]

義務教育課

学びの改革支援課 R６要求

未来の学校を創る校長等マ
ネジメント力向上事業費

2,000 R５当初 0

*研修に参加した学校長による特色ある学校運営の実施：100%（2025年度）

各学校が独自のカリキュラムを実践するためのマネジメント力を向上し、主体的
に特色ある学校運営を行えるようにするため、校長等のマネジメント力向上研
修を実施します。

３　・校長研修：小中高から16名
　  ・中核教員研修：小中から25名

194 R５当初 0

*メタバースの教育的活用に係る検討会開催回数：3回（2024年度）

メタバースにおけるバー
チャルな教育空間の活用検
討事業費

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るため、メタバース
の教育的活用について、検討します。

３　・検討会3回

9,403

*クラウドによる意見交換ができる学校の割合：80%（2024年度）

7,827 R５当初

*R7に実践モデル校を指定

（別紙３）

　　　※ 【新】：新規事業局長からの提案、意見等反映事業　　　【共】：県民参加型予算（提案・共創型）
 　　 　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業　　　【選】：県民参加型予算（提案・選定型） 教育委員会

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

一人ひとりに合った学び推
進事業費

すべての子どもが「好き」や「楽しい」、「なぜ」をとことん追求するための一人ひ
とりに合った学びを選択できるようにするため、実証研究の効果検証を踏まえ、
個別最適な学びを先進的に実践する「『究極の』一人ひとりに合った学び実践
校（仮称）」の設置に向け、実践校におけるカリキュラム等について、具体的な
検討を行います。

 １　認知や発達の特性に応じた学びの充実実証研究事業
     ・個々の特性に応じた教育方法の在り方や、個々の特性を把握するアセ
       スメントの活用による学びの実証研究を実施
 ２　ＧＩＧＡスクール構想をけん引するＤＸリーディング校事業
     ・他校とのオンラインによる協働的学習など授業連携を積極的に行う学
       校をリーディング校に指定するとともに、公開授業やＳＮＳの活用によ
       り成果を発信
 ３　個別最適な学び研究事業
     ・児童生徒自らが学習を調整、最適化する学びの実現に向け、一人ひ
       とりに合った教材を活用した最先端の自由進度学習を研究

(教育委員会-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 探究を核とした学びを推進するための教員自らが学ぶ研修の充実、教職員の資質向上

4

[150603]

学びの改革支援課 R６要求

◎ 教員のウェルビーイング向上のための働き方改革
【新】
5

[150201]

　　*全小中学校のうち、12月の時間外勤務時間一人当たり45時間以下の

　学校数の割合：100%（2027年度）

義務教育課 R６要求

6

[150201]

義務教育課 　　*12月の時間外勤務時間一人当たり45時間以下の学校数の割合：

高校教育課

特別支援教育課 R６要求

【新】
7

[150201]

義務教育課 　　*12月の時間外勤務時間一人当たり45時間以下の学校数の割合：

高校教育課

特別支援教育課 R６要求

教員業務支援員配置事業
費

副校長・教頭マネジメント支
援員配置事業費

副校長・教頭の多岐にわたる業務の負担軽減を図るため、教職員の勤務管理
事務、施設管理、学校徴収金の会計管理などの諸業務を補助的に行う支援
員を配置します。

　・副校長・教頭マネジメント支援員の配置

　　　100%（2027年度）

77,492 R５当初 0

教員の業務負担軽減を図り、教員が児童生徒への指導や教材研究等に注力
できるよう、学習プリント等の準備や採点業務、来客・電話対応、児童生徒の健
康観察及び消毒作業などの諸業務を補助的に行う支援員を配置します。

　・教員業務支援員の配置

　　　100%（2027年度）

578,201 R５当初 361,085

8,986 R５当初 0

魅力アップUP校支援事業
費

教員の長時間労働を解消するため、専門的知見を取入れながら学校の当たり
前を見直し、教員が子どもたちと十分に向き合える環境を整えます。

　・働き方改革先進エリアにおける伴走型支援

R５当初 5,558

*「探究の学習過程を見通した指導方法の改善や工夫した」学校の割合：

特色ある私学・民間等と連
携した「探究」研修プログラ
ム開発運用事業費

探究を中核とした学びの改革を推進するため、学びの改革を担う教員研修の
充実や、私立学校・民間企業等と連携した教員養成研修プログラムの開発を
行います。

　・探究学習指導力向上研修
　・探究研修プログラムの開発

　86.3%以上（2027年度）

3,918

(教育委員会-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
8

[150301]

高校教育課 R６要求

【新】
9

[150301]

　*採点ソフトウェア使用率：0%(2023年度)→100%(2024年度)

高校教育課 R６要求

◎ これからの時代に向けた高校改革・学びの改革の推進

10

[150301]

高校再編推進室 R６要求

11

[150301]

高校教育課 R６要求
[債務負担行為額]

長野スクールデザイン
（NSD）実施事業費

これからの新しい学びを支える学習空間デザインやＺＥＢ化に対応した県立学
校の施設整備を行うため、基本設計のベースとなる施設整備基本計画の策定
を外部有識者の知見を活用し実施します。

　・長野スクールデザインプロジェクト（基本計画策定）
　　佐久新校、赤穂総合学科新校、須坂新校、県立高校統合新校（1校）

165,521 R５当初 34,297
[4,872] [R5.6月補正] [12,676]

県立高校再編実施計画検
討事業費

「再編・整備計画」に基づき、統合新校ごとの「再編実施計画」を策定するた
め、「新校再編実施計画懇話会」において目指す学校像等について意見交換
を行います。
　
　・新校再編実施計画懇話会の開催（統合新校1校当たり各6回）

7,194 R５当初 7,102

高等学校電子採点システム
導入事業費

高等学校入学者選抜や定期考査等における教員の採点業務の負担を軽減
するため、採点・集計をデジタル化する機能を有するソフトウェアを導入しま
す。
　
　・電子採点システムの導入（県内全ての県立高等学校：78校）

　*採点作業時間：100%(2023年度)→60%(2024年度)

28,870 R５当初 0

0

県立中学校及び高等学校
入学者選抜におけるイン
ターネット出願システム導入
事業費

県立中学校及び高等学校入学者選抜等における教員の電子ファイル作成業
務の負担軽減や、生徒・保護者の願書提出の利便性向上を図るため、イン
ターネットにより願書を出願するシステムを導入します。

　・インターネット出願システムの導入
　（県内全ての県立高等学校：78校及び県立中学校2校）

　*インターネット出願システム使用率：0%（2023年度）→100%（2024年度）

　*電子ファイル集計作業：100%(2023年度)→0%(2024年度)

64,735 R５当初

(教育委員会-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

12

[150301][150502]

高校教育課

特別支援教育課 R６要求
[債務負担行為額]

◎ 多様な学びの場・機会の充実や民間との連携による個別最適化

13 夜間中学設置検討事業費

[150202]

義務教育課 R６要求

14

[150701]

心の支援課 R６要求

◎ インクルーシブな教育の一層の推進

15 特別支援学校改革事業費
[150501]

　1.0%(2022年度)→2.8%(2027年度)

特別支援教育課 R６要求

一人ひとりの可能性を最大限伸ばすとともに、インクルーシブな社会をリードす
る学校を実現するため、子どもの豊かな育ちに向けたポジティブな行動支援の
全県展開、通級指導教室の増設などにより、特別支援学校改革を推進しま
す。

【拡】・ＬＤ等通級指導教室の増設
　　　・副学籍コーディネーターの増員配置
　　  ・スクールバスの増車

*小学校における通級指導教室を利用している児童の割合：

220,835 R５当初 147,282

不登校児童生徒に対する
学びの継続支援事業費

不登校児童生徒の多様な学びの場の創出や、市町村が関係団体と連携した
支援体制を構築するため、多様な学び支援コーディネーターの配置等を行い
ます。
　
【新】・多様な学び支援コーディネーターの配置
　　　・不登校児童生徒等の学びの継続支援に関する懇談会の設置

　*教育支援センター（中間教室）を利用した児童生徒数：
　　845人(2022年度)→1,116人(2024年度)

4,580 R５当初 681

義務教育を修了しないまま学齢期を経過した方、本国で義務教育を修了でき
なかった外国籍の方等への教育機会を確保するため、県内に設置がない夜
間中学の設置について検討します。

【●】・設置検討会議（4回）

*多様なニーズに対応した新たな学びの場の整備

380 R５当初 3,938

県立学校施設整備事業費 県立学校における、これからの学びにふさわしい学習環境を実現するため、長
野スクールデザインプロジェクトにおいて策定した施設整備基本計画に基づき
学校施設の整備を行います。

【●】・対象施設
　　　　小諸新校、伊那新校、松本養護学校、若槻養護学校

1,204,598 R５当初 0
[529,053] [R5.6月補正] [352,020]

(教育委員会-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】
16

[150502]

特別支援教育課 R６要求

17

[150502]

特別支援教育課 R６要求

◎ 福祉分野等との連携による困難や悩みを抱える子どもへの支援

18

[150701]

心の支援課 R６要求

　　60.9%(2022年度)→61.5%(2024年度)

*全ての学校で支援を必要としている児童生徒が100%相談できる体制の整備

   *全ての学校でスクールカウンセラーを活用した予防的・早期発見の取組を実施

   *ＳＳＷの介入により一定の改善が図られた割合：

312,817

スクールカウンセラー事業
費スクールソーシャルワー
カー活用事業費

児童生徒の様々な不安や悩みに対応できる体制を充実させるとともに、いじ
め・不登校・暴力行為などの背景にある家庭的な問題に対応し、困難を抱える
児童生徒を取り巻く環境を改善するため、スクールカウンセラー及びスクール
ソーシャルワーカーを配置します。

【拡】・スクールカウンセラーの増員及び相談時間の増
【拡】・スクールソーシャルワーカーの増員及び支援時間の増

346,888 R５当初

*個別の指導計画に個のニーズに応じたICT活用が位置づけられている児童生徒

　の割合：100%（2027年度）

12,622 R５当初 11,310

障がい特性に応じたICT機
器等活用促進事業費

障がいのある児童生徒一人ひとりの特性やニーズに応じた支援を行うため、
ＩＣＴやＡＴ（アシスティブテクノロジー）を効果的に活用し、自立と社会参加
に向けた支援を充実します。
（ＡＴ：テクノロジーを活用して活動や生活がより良くなるように支援する技
術）

【●】・学習アプリや視線入力装置等を活用したトータル支援
　　　・専門家との連携による支援
　　　・効果的な活用事例を収集・発信するためのデータベース構築

　*図書館システム導入完了校：18校（2024年度）

特別支援学校の図書館機
能の充実事業費

特別支援学校の教育的ニーズに応じた図書の整備促進と、図書館システムの
導入による業務効率化等を図り、児童生徒の個別最適な学びを一層充実させ
ます。

【●】・ニーズに応じた計画的な図書購入を行い蔵書数を充実
　　　・図書館システム導入により、学びの充実と教員の業務効率化

29,822 R５当初 0

(教育委員会-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 共学共創による地域づくり

19

[150301]

高校教育課 R６要求

◎ 文化芸術、スポーツに親しむことができる機会を充実

20

[151001][150603]

スポーツ課

学びの改革支援課 R６要求

◎ 「信州やまなみ国スポ・全障スポ」の成功に向けた準備の実施、競技力向上

21

[151003]

国民スポーツ大会準備室 R６要求

22

[151003]

スポーツ課 R６要求

学校と社会をつなぐ連携
コーディネーター配置事業
費

第82回国民スポーツ大会・
第27回全国障害者スポーツ
大会開催準備事業費

第82回国民スポーツ大会に
向けた競技力向上事業費

*天皇杯の順位：21位(2023年度)→1位(2028年度)

　皇后杯の順位：16位(2023年度)→1位(2028年度)

第82回国民スポーツ大会における天皇杯・皇后杯獲得と、大会終了後の競技
力の維持・定着を目指し、競技団体への支援や優れた競技力を有するスポー
ツ専門員の雇用を拡充するとともに、新たに国内トップレベルの最先端な指導
を行うことができるトップコーチ等の指定・招へいに取り組みます。

【拡】・競技団体が実施する競技者の育成・強化の支援
【拡】・スポーツ専門員の雇用
【新】・トップコーチ等の指定・招へい

388,749 R５当初 334,198

299,124 R５当初 156,730

第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会（信州やまなみ国
スポ・全障スポ）の開催に向け、競技役員等の養成や市町村競技会場の施設
整備に支援を行います。

【●】・競技役員等の養成
　　　・競技運営に係る市町村競技施設の整備支援

地域スポーツ・文化クラブ活
動体制整備事業費

地域全体での中学生期の多様なスポーツ・文化芸術活動の機会を確保するた
め、地域クラブ活動の持続可能な運営に向けた体制整備や指導者の確保等
に関する実証事業を実施し、課題や対応策などの研究成果の普及を図りま
す。

【●】・地域スポーツ・文化芸術活動推進連絡協議会の開催
【拡】・休日の地域クラブ活動の体制整備や指導者配置支援

2,578 R５当初 2,742

*休日における中学生のスポーツ・文化芸術活動の受け皿となる運営団体の

　設置率：100%(2027年度)

101,217 R５当初 43,559

学校を社会に開かれた魅力ある学びの拠点とするため、地域との新たな連携・
協働を担うコーディネーターのあり方について検討を進めます。

【拡】・研究校への連携コーディネーターの配置（高等学校4校）
【●】・コーディネーターや教員を対象とした研修会の開催

(教育委員会-6)


